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新あ
ら

玉た
ま

の  
令れ
い

和わ

二に

年ね
ん

を  

迎む
か

へえ

た
り

　
　
　
　
　

平へ
い

成せ
い

の
無ぶ

事じ  

続つ
づ

け
と
祈い
の

る

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

杉す
ぎ

山や
ま　

露つ
ゆ

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

田た

中な
か　

南な
ん

嶽が
く

里さ
と

鶴づ
る

の  

三さ
ん

羽わ

寄よ

り
添そ

ふう  

干か
ん

拓た
く

地ち

　
12
月
５
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
『
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９ 

in 

伊
万
里
』
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
高
校
生
が
企
画
・

運
営
に
参
加
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
伊
万
里
高

校
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
人
権
に
関
す
る
意
見
発
表
で

は
、
同
校
の
２
人
の
生
徒
が
障
害

の
あ
る
人
へ
の
差
別
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
を
発
表
し
、
正
し
く
理

解
し
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権

講
演
で
は
、
Ｆフ

Ｒ
レ

Ｅ
Ｎン

Ｓズ

代
表
の

小
野
ア
ン
リ
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
身
の

体
験
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
徒
に
よ
る
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
紙
芝
居
の
上
演

や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

Ｊジ

ョ

イ

ク

ラ

ブ

Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
は
、
人
権

と
は
何
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
深

く
考
え
た
よ
う
で
し
た
。

↑障害のある人への差別について意
見発表をする伊万里高校の生徒

↑人権講演で「性のあり方は人それぞれ」
と話す小野さん

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９ 

in 

伊
万
里

改
め
て
考
え
よ
う
。
人
権
の
こ
と
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百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
高
田
九つ

十く

九も

さ
ん

を
、
12
月
９
日
、
深
浦
弘
信
市

長
が
訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
九
十
九
さ
ん
は
若
い
頃
、
土

木
作
業
員
と
し
て
働
い
た
り
、

唐
津
の
魚
市
場
で
魚
を
選
別
し

た
り
し
な
が
ら
７
人
の
子
ど
も

を
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
５

年
ほ
ど
前
ま
で
自
宅
前
の
畑
で

野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
た
と
い

う
九
十
九
さ
ん
。
お
か
げ
で
足

腰
が
と
て
も
丈
夫
で
す
。
加
え

て
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

だ

と
か
。

　
利
用
す
る
施
設
に
家
族
が
面

会
に
来
た
と
き
は
、
必
ず
玄
関
先

ま
で
見
送
り
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

を
か
け
る
と
い
う
家
族
思
い
の

九
十
九
さ
ん
。
こ
の
日
は
、
子
や

孫
や
ひ
孫
な
ど
駆
け
つ
け
た
大
勢

の
家
族
に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

高
田  

九
十
九 

さ
ん

（
波
多
津
町
井
野
尾
）
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市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

医療法人　博友会　堀田病院

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

〜人間らしさを尊重し真心と愛情を込めて心身の健康づくりのお手伝いをする〜

● 問合先　企画政策課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

↑社員旅行の様子

一人一人が助け合い支え合う力を大
事にし、楽しく仕事ができる職場を
目指しています。時間にゆとりをもっ
て生活することが、質の高い医療の
提供につながると考え、企業として
その支援を行っています。

看護部長からひと言

前田　和浩 看護部長

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★第三子が生まれ、育児休暇を取得しま
した。育児に専念することができ、妻
ともども、同僚・上司・会社に感謝し
ています。（30 代男性）

★子どもの学校行事などの際には早退や
休暇を取りますが、周りの理解があり
助かっています。残業も月に一度の会
議の際のみで、定時に退社でき働きや
すい職場です。（30 代女性）

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

● 問合先　企画政策課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

代表者　：理事長  堀田　雄介
事業内容：医療業
所在地　：立花町
従業員数：160 人（男性 46 人、女性 114 人）

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

日本精神科看護協会佐賀県支部の親睦バレー
ボール大会で優勝しました

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★３児の母として育児の大変さが分かり
ます。育児が一段落した今は、育児世
代の同僚をフォローすることで、働き
やすい職場になればと思っています。

（40 代女性）
★母の介護があり、通所サービスの利用

時間内で勤務しており、母と過ごす時
間も確保できて安心です。（50 代女性）

会社の取組
◎育児休業の取得促進と子育て支援
　育児休業を１年取得する職員が多く、復帰後の子育て

には遅めの始業時間や短時間勤務など、仕事と子育て
の両立を応援しています。また、子どもの病気などに
よる、急な休暇の勤務変更も可能です。

◎福利厚生の充実
　忘年会などの全体イベントを時期ごとに開催し、な

かでも職員旅行は高い参加率です。また、保養施設
の利用や、各スポーツイベントへの参加など、仕事
と遊びの調和を大事にしています。

『ワーク・ライフ・バランス』、『ヤングウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

平江 祐子 さん

◆ ことぶき鍼灸整骨院
（新天町）

◆ 令和元年 11 月開業

（31 歳・今町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
柔
道
整
復
師
と
し
て
、
夫
婦
で

整
骨
院
を
営
ん
で
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と

　
施
術
方
針
か
ら
経
営
ま
で
全
て

自
分
た
ち
で
決
定
し
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と

◇
目
標
（
仕
事
）

　
親
身
に
な
っ
て
施
術
を
し
、
患

者
さ
ん
た
ち
の
健
康
を
維
持
し

て
い
き
た
い
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
い

　
女
性
の
柔
整
師
は
少
な
い
の
で
、

男
性
の
先
生
が
苦
手
な
人
も
安

心
し
て
施
術
を
受
け
ら
れ
ま
す

◇
市
民
へ
一
言
　
寒
く
な
る
と
体

の
不
調
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

ア ル バ ム

わが家の

＊悠太・綾香さんの長男

＊大川町宿

(     )６歳
５か月岩永 悠

は

瑠
る

さん

　
ぼ
く
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き
だ
よ
♡
足
が

速
い
パ
パ
の
影
響
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
す
る
の
も
好
き
な
ん
だ
☆
夢
中

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
マ
リ
オ

の
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と
や
、
幼
稚

園
で
の
逆
立
ち
歩
き
だ
よ
♬

　
お
調
子
者
だ
け
ど
、
や
る
と
き

は
や
る
悠
瑠
く
ん
☆
来
年
は
小
学

一
年
生
だ
ね
♬
お
勉
強
も
剣
道
も

頑
張
っ
て
ね

☆彡
い
つ
も
パ

パ
た
ち
家
族

を
笑
顔
に
し

て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♪
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